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はじめに

かつて『水の都』と呼ばれた江戸東京の歴史の中で、隅田川をはじめとする河川は、文
化や経済、生活の中心であった。現在においても河川は、都市の中の貴重なオープンスペ
ースであり、東京スカイツリー開業を契機に、新たなビュースポットが生まれるとともに、
改正された河川敷地占用許可準則を適用したオープンカフェも開業されるなど、新たなに
ぎわいが生まれつつある。また、２０２０年の東京オリンピック・パラリンピックの開催
が決定し、東京の魅力的な水辺空間の創出への期待はより一層高まってきている。 

これまでも、水辺のテラスや公園と一体的な親水空間の創出、船着場の平常時利用、橋
梁のライトアップ等、河川のにぎわい創出へ向けての取組が進められてきたが、この機会
を捉え、首都東京の魅力をさらに高めるため、恒常的なにぎわいの創出に取り組む必要が
ある。河川とその周辺の街を含めた水辺を広い視野で都市機能を捉え、街と川との繋がり、
人の動線、舟運の活用などを考慮しながら、都の河川・道路・公園・都市づくり等の各事
業及び関係区・民間等が連携し、水辺の利活用を促進させるための総合的な戦略を考えた
うえで、個別の事業を確実に実施していくことが重要と考える。 

このため、「新たな水辺整備のあり方検討会」を平成２５年７月に発足させ、都・区の方
針や水辺整備に関する先行的な取組、関連する各事業を踏まえながら、東京を代表する河
川である『隅田川』を中心に、水辺整備の基本的な考え方について議論を重ねてきた。ま
た、国のかわまちづくりや河川敷地占用許可準則などの制度拡充も視野に入れ、国土交通
省にも議論に加わってもらった。 

本報告は、東京の都市戦略である「人々が集い、にぎわいが生まれる水辺空間の創出」
をさらに促進していくために、河川事業のみならず関連する多様な事業や利活用の手法等
について広く議論を進め、今後の水辺整備のあり方を提案したものである。 

本報告に基づき、都の河川・道路・公園・都市づくり及び関係区・民間等の各事業者が
さらなる水辺空間のにぎわい創出に向けて関係者と連携しながら戦略的に施策構築・事業
推進の方策を検討し取り組むことで、千客万来の水辺空間が実現することを期待する。 

新たな水辺整備のあり方検討会 座長 
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第１章 水辺整備を取り巻く状況

1.1 東京都におけるこれまでの水辺整備 

かつての東京の水辺は、河川や運河が縦横に走る『水の都』であり、とりわけ江戸時代
には隅田川を軸に人や物資の輸送が盛んで経済活動に大きな役割を果たし、浅草や両国等
の観光地が水辺周辺に展開するなど、水辺に人々のにぎわいが満ちていた。 
しかし、都市が産業化していく過程の中で昭和４０年代に河川の水質が悪化したことに
加え、地下水の汲み上げによって地盤沈下が進行した東部低地帯を高潮や洪水、地震、津
波から守るために防潮堤や水門等の整備を進めてきた結果、水害に対する安全性を確保し
たものの、人々の生活が水辺から遠ざかってしまった。 
その後、昭和５０年代に下水道の整備や河川のしゅんせつ等の浄化の取組が進み、水質
が改善されると、一時中断していた隅田川の花火大会や早慶レガッタが復活した。 
河川整備としても昭和５５年度から「緩傾斜堤防整備事業」を、昭和６０年度からは、「ス
ーパー堤防整備事業」を実施しており、川沿いの再開発事業等にあわせて、地震への安全
性と水辺環境の向上にも取り組み、水辺に向いた空間が取り戻されつつある。 
また、平成 7 年の阪神・淡路大震災を契機として、より安全性を高めるために堤防や水
門等の耐震対策に取り組み、平成２４年には東日本大震災を踏まえた「東部低地帯の河川
施設整備計画」を策定し、耐震・耐水対策をさらに促進させている。 

近年、こうした取組を背景として、人々の関心が再び河川に集まり、東京都でも良好な
河川空間の形成とにぎわい創出のため、隅田川でのテラス整備やテラスギャラリーの設置
等の修景整備や河川の歴史に配慮し江戸情緒を醸し出す小名木川「塩の道」の整備、防災
船着場の一般開放など、人々が川に親しみやすくするための取組も進めている。  

防潮堤 耐震対策スーパー堤防

隅田川テラス 防災船着場の一般開放小名木川『塩の道』
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1.2 河川空間のオープン化の動向 

河川空間利用の機運が高まる中、平成１６年に河川敷地占用許可準則（以下、「準則」と
言う。）の特例措置として、大阪や広島等でオープンカフェ等の先行的な取組が開始された。
平成２３年４月には、準則が一部改正され、地域の合意を前提とした上での河川空間にお
ける民間事業者によるイベント施設やオープンカフェ等の運営が可能となり、全国の都市
で河川空間の利活用が進められている。 

都内では、これらの準則改正の動向を受け、隅田川、渋谷川、目黒川で、オープンカフ
ェや広場、キッチンカー等による河川空間の利活用も進められている。 

出典：国土交通省ＨＰ

隅田川 隅田公園オープンカフェ

（台東区）

目黒川 ケータリング・カー社会実験

（品川区 五反田ふれあい水辺広場）

渋谷川 水辺整備イメージ

（渋谷区）
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1.3 他都市の先進事例 

○国内の事例 
（大阪府、大阪市） 
 平成１５年に策定された水の都大阪再生構想に基づき、堂島川、土佐堀川、道頓堀川等
による「水の回廊」の整備が進められ、とんぼりリバーウォーク等が整備されている。民
間資本の後押しを受けた水辺協議会等を中心として、八軒屋浜や北浜テラス、中之島バン
クス等でのカフェテラス設置やイベント等を実施し、準則の積極的適用が図られている。 

（広島市） 
平成１５年に策定された水の都ひろしま構想に基づき、市内派川に多数ある荷揚場：雁
木（がんぎ）を活用した舟運や、河川敷地へのオープンカフェ設置等の水辺のにぎわい創
出に向けた取組が進められている。オープンカフェの出店にあたっては「水の都ひろしま
推進協議会」がとりまとめを行い、準則の適用や地元との連携について調整を図っている。 

（北九州市） 
沿川開発への民間投資を見込んだ河川空間の整備や、道路、橋梁、公園の基盤整備及び
周辺の市街地と一体になったまちづくり、意見の公募や浄化活動などの住民参加などの取
り組みを行った結果、都市のシンボルとしての河川が再生し、都市そのものの活性化につ
ながっている。 

飲食店（大阪市：中之島公園） 川床（大阪市：北浜テラス）

オープンカフェ（広島市：京橋川） オープンカフェ（広島市：元安川）

オープンカフェ（北九州市：紫川）水辺でのイベント（北九州市：紫川）
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○海外の事例 
（ロンドン） 
ロンドン市内を流れるテムズ川では、観光舟運や水上バスが盛んであり、都市と川が結
び付いている。さらに、水辺を生かした都市再生が行われ、川沿いを歩けるフット・パス
の整備により、人が川と街を行き交っている。また、都市計画では川に近い所での高層建
築を禁止しており、川と河畔の地区は空が開かれ、川が都市の軸となる空間となっている。 

（パリ） 
フランスの首都パリは、セーヌ川の河畔から発展してきた都市であり、河川は古くから
水上交通路として利用されている。川の両岸には、歴史的建造物が並び良好な水辺景観が
創出されており、街並みと調和した舟運、観光がごく自然な状態で組み込まれている。 

人道橋（ミレニアム・ブリッジ） 水辺のオープンカフェ

水上バス乗船場・駐車場（ヴデット・ド・パリ）

（アムステルダム） 
アムステルダムでは、環状運河等の運河
沿いに文化拠点や商業施設等があり、船着
場が多数設置されていることから、水上交
通が発達し、観光資源となっている。 

（サンフランシスコ） 
サンフランシスコのフィッシャーマン
ズ・ワーフでは、漁師の水揚げ場として栄
えた波止場を商業施設等により観光資源化
し、水辺を楽しめる空間となっている。 

アムステルダムの運河 フィッシャーマンズ・ワーフの水辺のにぎわい

水上レストラン
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1.4 東京オリンピック・パラリンピック開催に向けた水辺空間への期待 

２０２０年の東京オリンピック・パラリンピックでは、選手村やプレスセンター、多く
の競技会場が東京ベイゾーンに集中する計画となっている。東京オリンピック・パラリン
ピックの開催に向け、外国人旅行客受入の強化が課題となっており、国家戦略としても羽
田国際空港の発着容量の拡大や MICE 拠点の整備、空港から都心部へのアクセスの強化等
が検討されている。特に、東京の臨海部では大型クルーズターミナルやお台場の統合リゾ
ート、豊洲新市場、地下鉄の延伸等が計画・検討されており、臨海部と連携した輸送経路
の充実が求められている。 
一昨年に開催されたロンドンオリンピック・パラリンピックにおいても、市内の中心部
を流れるテムズ川に、オリンピック・パラリンピックのシンボルマークの巨大オブジェが
登場し、著名なスポーツ選手が聖火を乗せた高速ボートに乗って疾走するなど、ロンドン
の象徴的な存在として世界の脚光を集めた。また、ビッグ・ベンやタワー・ブリッジを始
めとする代表的な観光スポットが沿川に存在し、水上バスやリバー・クルーズ、水辺のカ
フェ等が充実していることからも、オリンピック・パラリンピックに訪れた旅行客にテム
ズ川を中心としたロンドンの魅力を伝えていた。 
東京オリンピック・パラリンピックに訪れる世界各国の旅行客に東京を満喫してもらう
ためには、臨海部と内陸部をつなぐ魅力的な観光舟運経路等を提供することが重要であり、
とりわけ隅田川の舟運が大きな役割を果たす。東京オリンピック・パラリンピックを契機
として、東京の新たな魅力を世界に発信していくためにも、江戸・東京文化の中心であっ
た隅田川でのにぎわいある魅力的な水辺空間の創出への期待は非常に高い。 

オリンピック会場（出展：ＴＯＫＹＯ２０２０ 立候補ファイル）
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第２章 新たな水辺整備のあり方

2.1 基本コンセプト 

東京における水辺の利活用は、水際のテラスや公園等の親水空間の創出、まちづくりと
一体となった河川整備、オープンカフェの設置等の取組により着実に進み、人々の河川へ
の関心は少しずつ高まってきている。 
かつて『水の都』と呼ばれた東京の水辺を利活用していくことは、『２０２０年の東京』
における東京の都市の魅力を高める都市戦略の一つであり、水と緑がめぐる豊かな都市空
間を創出する上でも重要な位置付けである。このことから、新たな水辺整備のあり方の基
本コンセプトとして、「人々が集い、にぎわいが生まれる水辺空間の創出」を掲げる。 
人々が集い、にぎわいが生まれる水辺空間を創出するためには、基盤整備だけでなく、
人々による水辺空間の恒常的な利活用に結び付けていかなくてはならない。 
そのためには、現在の取組に加えて、水辺を都市資源として活かし人々を誘導する機能
を充実する。 

【人々の活動（イベントや商業、開発等）によって生まれる水辺のにぎわい】 

オープンカフェ（浅草） テラスを活用した地域のお祭り（両国） 

まちづくりと一体となった河川整備（大川端リバーシティ (佃・越中島)） 

人々が集い、にぎわいが生まれる水辺空間の創出 

～水辺における人々の恒常的な利活用～ 
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2.2 にぎわい創出に向けた取組 

（１）基本的な考え方 

「人々が集い、にぎわいが生まれる水辺空間」を恒常的に創出するためには、水辺の利
活用を誘導する機能の充実を目的として、以下の３つの取組を連携させる必要がある。 

① 利活用の場としての魅力向上
人々が集まる場所としての機能や魅力を高め、居心地の良い水辺をつくり、水辺の都

市の魅力向上を図る。 
Ex）オープンカフェやビュースポット、人々が憩う商業施設等を増やす等 

② 水辺と街の連続性・回遊性の向上
移動性や回遊性を高めることにより、人が集まりやすい環境と人の流れを生む。 
Ex）テラスの連続化、バリアフリー化、交通結節機能を高める等 

③ にぎわい創出のための持続可能な仕組みをつくる
水辺をマネジメントする仕組みを構築し、にぎわいの担い手・経済活動を誘導し、持

続可能な発展を目指す。 
Ex）水辺空間を利活用する組織や制度を拡充する等 

接続部
河川 街

テラスと管理用通路沿川の街並み

水辺における人々の利活用を誘導する機能を充実 

水 辺

水辺の利活用を促す３つの取組の連携 

① 利活用の場としての魅力向上 

② 水辺と街の連続性・回遊性の向上 

③ にぎわい創出のための持続可能な仕組みをつくる 

人が集まる

居心地の
良い水辺

賑わう

活動

魅力
向上

投資

利活用の場として
の魅力向上

水辺と街をつなぐ仕組みをつくる

都市の
魅力向上

人の流れを
生む

持続可能な
発展

人が集まる

居心地の
良い水辺

賑わう

活動

魅力
向上

投資

利活用の場として
の魅力向上

水辺と街をつなぐ仕組みをつくる

都市の
魅力向上

人の流れを
生む

持続可能な
発展
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（２）整備における基本方針 

「利活用の場としての魅力向上」「水辺と街の連続性・回遊性の向上」「にぎわい創出の
ための持続可能な仕組み」が連携し、人々の活動の展開へと結びつけるためには、まちづ
くりの機運や民間事業の可能性等の地域のポテンシャルを踏まえることが不可欠であり、
効果・効率的な整備を行うためにも施策効果の高いエリアへの重点的な施策展開が必要に
なる。 
このことから、沿川の街とのつながりや開発・観光施設等の地域のポテンシャルを総合
的に勘案して『にぎわい誘導エリア』を設定し、重点的に施策展開を実施していくことが
必要である。また、河川の特性に応じて拠点を結ぶ軸の整備等の施策も必要に応じて展開
していくことも考えられる。 

【『にぎわい誘導エリア』における施策展開】 

 《重点整備と事業連携》 
施設の重点整備 
（スロープ、照明、係留施設、カフェ等に必要な設備等）
関係者による事業連携 
（道路整備、橋梁整備、公園整備、都市開発等）

 《舟運・陸運の結節》 
船着場を活用した舟運の活性化 
駅、道路等の交通結節による川と街のつながりの強化 

 《積極的な民間活力の導入》 
重点整備と規制緩和による民間事業の誘導 
官民連携による水辺整備の検討 

 《河川空間の利活用に関する規制緩和》 
河川空間の利活用に関する規制緩和 
（占用や利活用に関する運用の規制緩和） 
河川の利用調整を行う協議会等の仕組みの検討 
（地域貢献や維持管理を含めた運営の仕組みの構築） 

『にぎわい誘導エリア』の設定による重点的な施策展開 

利活用の場としての 
魅力向上 

にぎわい創出のための 
持続可能な仕組みをつくる

水辺と街の 
連続性・回遊性の向上 

―基本的な考え方― 
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第３章 隅田川をモデルとした施策の展開

3.1 隅田川を中心とした水辺の位置付け 

かつて東京は、『水の都』と呼ばれるほど河川と街とが近い関係にあった。その歴史は、
東京の骨格となっている江戸の都市形成から始まっており、江戸の街を防衛するお濠や物
流を担う舟運、上下水等の様々な目的で網の目のように河川や水路が存在していた。 
その中でも隅田川は、河岸や神社仏閣、見世物小屋等が集積し、舟運や信仰、遊興等の
都市機能の中心であり、庶民のにぎわいで溢れた空間であった。 
現在においても隅田川と深い関わりのある浅草や浜離宮恩賜庭園・築地等は東京の魅力
を発信する観光の機軸となっており、外国人観光客が多く、東京スカイツリー開業以降は
新たなビュースポットが生まれている。 
また、隅田川は、東京都の景観計画における景観重要河川であるとともに、２０２０年
の東京オリンピック・パラリンピック開催に向けて、臨海部の関連施設と東京の中心部を
結ぶ重要な水辺の軸であることから、東京の顔としての風格ある景観づくりが求められて
いる。 
これまでも地勢や歴史上の観点から、隅田川は東京を代表する河川として都市の魅力を
高める上でも重要な河川として位置づけられており、都の重要な施策対象として検討が行
われ、スーパー堤防や隅田川テラス、河川を利用したイベント等が展開されてきた。 

橋本貞秀「東都両国ばし夏景色」 （出展：特別展隅田川江戸が愛した風景 江戸東京博物館）

隅田川テラスと船着場を利用する観光客 隅田川をレース会場とした「早慶レガッタ」 
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《隅田川を中心とした水辺のこれまでの検討の経緯》 

昭和４７年 昭和４９年 「低地防災対策委員会（知事諮問委員会）」 
・ 護岸形式から土堤形式（緩傾斜堤防、スーパー堤防）への転換等 

昭和５９年 「隅田川宣言（隅田川水系区長会議）」 
・ 関連９区による隅田川の活性化とアメニティの向上に取り組むことの宣言 

昭和６２年 平成元年 「隅田川未来像委員会（知事諮問委員会）」 
・ 隅田川を中心にいきいきしたうるおいのあるまちづくり 
・ 街の核を軸で結ぶ水辺の拠点によるゾーンおよびネットワークの形成 

平成９年 平成１０年 「下町河川の明日を創る会（知事諮問委員会）」 
・ 下町河川（江東内部河川）を「人々に親しまれ、くらしのなかに活きる川」に。 
・ モデル地区と整備テーマ、パートナーシップの構築等 

平成１２年 「東京構想２０００」 
・ 「千客万来の世界都市東京」を目指した長期計画の一つとして、水辺を活用した東京の顔の創出 
・ テラスや親水護岸等の整備によるうるおいの創出、オープンカフェ等によるにぎわいの創出等 

平成１３年 平成１６年 「下町河川『顔』づくり検討会」 
・ 河川の賑わい創出、住民が利活用の主役になる仕組みづくり等による「水の都」東京の再生 
・ にぎわいの拠点形成の方針、オープンカフェの誘致、船上ステージ、防災船着場の平常時利用等 

平成１６年 「神田川再生構想検討会」 
・ 神田川を対象とした都市河川の将来に向けた河川再生の構想 
・ 沿川の商業施設が活性化する賑わいある水辺、石垣や著名橋から活気と歴史を感じる水辺等 

平成１８年 「東京の水辺空間の魅力向上に関する全体構想」 
・ 隅田川や運河等の水辺の魅力を高め、都市としての東京の魅力を世界へ発信するための構想 
・ 「水辺のにぎわい」「舟運」「水辺景観」「水辺環境」の取組み 

平成２３年  「隅田川ルネサンス推進協議会」 
・ 隅田川を中心とする水辺空間において、にぎわいの創出を目指す 
・ 恒常的な賑わい不足を課題であるとし、「人々の関心を川に向ける」「川が文化・情報の発信拠点」
「川を軸としたまちづくり」を取り組み目標として設定 

平成２３年  「２０２０年の東京」 
・ 人々が集い、にぎわいが生まれる水辺空間を創出する
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昨今の都市間競争の中、東京の歴史文化に深く関わり、都心部を流下する隅田川を中心
とした水辺の整備は、これまで以上に重要性が高まってきている。 
本検討は、東京を代表する河川である隅田川中心とした水辺のうち、都心部に近い下流
域（河口から白鬚橋付近まで）および支川（神田川、日本橋川、江東内部河川等）を先行
的な検討対象範囲として設定する。 
この隅田川下流域の取組をモデルとして、今後の隅田川上流域や他河川での検討に繋げ
ていくことが望ましい。 
制度の検討については、広く他の河川への適用を踏まえて渋谷川や目黒川等の先行事例
を参考にする。 

【検討対象範囲】 

：隅田川下流域 
：隅田川の支川 

N 

神 田 川 

江 東 内 部 河 川 

日 本 
橋 川 

隅 
田 
川 
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3.2 隅田川を中心とした水辺における施策展開の全体構想 

（１） 隅田川を中心とした水辺における施策展開の全体構想 

隅田川を中心とした水辺は、地勢や歴史等の観点から東京の都市としての骨格を形作る
重要な要素であり、都市の魅力を象徴する空間と言える。隅田川とその支川について総合
的な戦略を考え、水辺の魅力を活かした東京の顔づくりを目指すことが必要である。 
東京湾・ベイエリアに流下する隅田川と山の手方面や沿川の下町に広がる支川（神田川・
日本橋川、江東内部河川等）の関係から、隅田川を水辺のにぎわい創出の基軸となる『川
の軸』とし、支川を隅田川から周辺エリアへ水辺のにぎわいを拡大させる『水辺回廊』と
して施策を展開していくことが望まれる。 

【隅田川を中心とした『川の軸』】 
人々の活動を誘導し、川と街の結びつきを強化する「にぎわい誘導エリア」の設定 
東京湾・ベイエリアと都心とを結ぶ「水辺の動線」の強化 

【周辺エリアの『水辺回廊』】 
隅田川を基軸として、周辺エリアへ水辺のにぎわいを拡大 

水辺の魅力を活かした東京の顔づくり～隅田川を中心とした『川の軸』と２つの『水辺回廊』～ 

川の軸

下町の水辺回廊

神田川

日本橋川 江東内部河川
隅
田
川

荒
川

N 

都心の水辺回廊
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（２） 隅田川を中心とした『川の軸』 

１）「にぎわい誘導エリア」の設定 

隅田川を中心とした『川の軸』の核となるエリアとして、水辺での人々の活動を誘
導し、川と街の結びつきを強化する「にぎわい誘導エリア」を設定し、重点的な施策
展開を実施することで効果・効率的な施策展開が図れるものと考える。 

にぎわい誘導エリアは、「利活用の場としての魅力向上」「水辺と街の連続性・回遊
性の向上」「にぎわい創出の持続可能な仕組みづくり」に関する地域のポテンシャルの
高い箇所を選定することが必要である。 
隅田川下流域では、沿川の街と河川のつながりや開発や観光施設等の地域資源等か
ら総合的に勘案し、『浅草』『両国』『佃・越中島』『築地』がにぎわい誘導エリアとし
て適している。 
『浅草』：浅草寺や東京スカイツリー等を含めた大規模な観光拠点 
『両国』：江戸東京文化の歴史性、水陸交通が近接 
『佃・越中島』：開放的な水辺の都市空間、ベイエリアとの近接点 
『築地』：築地市場や浜離宮等の観光、東京湾から隅田川の玄関口 

隅田川の『にぎわい誘導エリア』の考え方 

・ 街の核が隅田川で分断 
・ 水辺と街のつながりが希薄 
・ 恒常的なにぎわいには至っていない 

・ にぎわい誘導エリアを設定し、施策の重点化 
・ 民間活力を導入し、水辺と街を一体整備 
・ 水運、陸運を結節し、川と街のつながりを強化 
⇒川と街のつながりを強化し、 
恒常的なにぎわいを創出する人の活動を展開 

『浅草』『両国』『佃・越中島』『築地』をにぎわい誘導エリアとし、重点的な施策展開を実施 

隅
田
川

街の核

街の核を中心
とした人の活動

現在
将来

街の核

水辺の拠点

川と街のつながりを
強化することによる
人の活動の展開

川と街の
つながり

川の軸

にぎわい誘導エリア 
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【隅田川下流域におけるにぎわい誘導エリアと街とのつながり】 

『浅草エリア』   ：   上野   ⇔   浅草   ⇔ 東京スカイツリー 
『両国エリア』   ：   秋葉原   ⇔   両国   ⇔  錦糸町 

『佃・越中島エリア』 ： 東京・日本橋 ⇔ 佃・越中島 ⇔  東陽町 
『築地エリア』   ： 銀座・新橋  ⇔   築地   ⇔   豊洲 

N 

隅
田
川

荒
川

江東内部河川 

神田川 

日本橋川 

にぎわい誘導エリア 
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【にぎわい誘導エリアで展開される施策例】 
各エリアのコンセプトに合わせて、河川事業のみならず、地元自治体や民間企業等のそ
れぞれの事業者が整備や連携、規制緩和等の施策を展開していくことが望まれる。 

１．重点的な整備

水辺の回遊性向上施設（テラス連続化施設、橋梁アンダーパス施設等） 
水辺へのアプローチ向上施設（スロープ、階段、橋詰の活用、照明等） 
水辺の魅力向上整備（スーパー堤防、修景等） 
カフェ等に必要な設備（電源、上下水道等） 
船着場の新設、拡充（船着場、一時係留施設等） 
その他（待合施設、ビュースポット、トイレ、案内板、ベンチ、日よけ等） 

２．事業連携

道路整備（歩道設置、自転車走行空間、無電柱化等） 
橋梁整備（ライトアップや架け替え等） 
公園整備（ライトアップや再整備等） 
都市開発（区画整理や再開発等） 
官民連携（大規模開発等での PFI や PPP等） 

３．規制緩和・準則の特例占用等

準則における「都市・地域再生等利用区域」の指定 
河川利用に関する運用の規制緩和（一時占用、一日利用制度、民間事業者の活用等） 
防災船着場の一般開放の促進 
河川利用に関する社会実験 
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【施策例のイメージ】 

地域のニーズにあわせて多様な施策を有機的に組合せて展開することによって、恒常的
な水辺のにぎわいが創出されるものと考える。また、船着場に飲食店等の収益施設を併設
する等の水辺空間の有効活用を推進し、民間事業者の活力を最大限に活かして水辺の魅力
向上につなげていくことを目指すことが重要である。 

準則の特例占用等による水辺の利活用イメージ

（船着場や水上レストラン等） 

公園と一体化を図るスーパー堤防イメージ 

河川利用の規制緩和を活用した 

水上イベントイメージ 

スポーツ施設やカフェ等のある水辺イメージ 大規模開発等での官民連携による 

水辺のにぎわい施設（舟運ターミナル）イメージ 

テラス動線の連続化イメージ 

（支川合流部の連絡橋梁等） 



18

２）「水辺の動線」の強化 

隅田川を中心とした『川の軸』におけるにぎわい誘導エリアおよびエリア間の動線
として、東京湾・ベイエリアと都心とを結ぶために、水辺と街の連続性や回遊性、災
害時の点検・避難路の確保等の動線としての機能を向上させる必要がある。 

① 川沿いの動線の連続化向上整備 

現状、支川合流部や橋梁下部等で、テラスの不連続箇所が発生しているほか、
スロープや階段が未設置で行き止まりとなっている箇所がある等、川沿いの動
線の連続性が十分に確保されていない。そのため、テラス整備の促進、支川合
流部等の連続化整備（連続化橋梁や階段等）、橋梁部アンダーパス、スロープ設
置等を行い、水辺の回遊性を向上させることが必要である。 

支川合流部の不連続箇所（月島川水門） 

橋梁下部の不連続箇所（吾妻橋） 

連続化橋梁イメージ 

浮桟橋によるアンダーパス整備例 

（言問橋）
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② 河川照明整備 

近年、東京スカイツリー等の夜景を水辺で楽しむためにテラス等を利用する
ニーズが増えてきている。一方で、防災船着場付近や沿川の公園区域となって
いるスーパー堤防等では照明が整備されている箇所もあるが、それ以外の箇所
は暗いため夜間に水辺に近づきにくい状況になっており、河川管理施設として
照明を計画的に整備していくことが望まれる。 
このことから、さらなるにぎわい創出が望まれる隅田川下流域については、

ベースとなるテラス部分に照明を設置し、夜間の一定の明るさを確保しテラス
の回遊性や誘導性、夜間景観を向上させる必要がある。 
また、橋梁のライトアップや河川周辺の優れた夜間景観に配慮し、ベースと

なる河川照明は「人の通行を確保し、周辺の夜間景観を引き立てる」ことを基
本的な考え方とすることが望まれる。 

夜間のテラスの状況 照明事例（照明設置実験） 

夜間における隅田川テラスの状況と照明事例（蔵前付近） 

隅田川周辺における優れた夜間景観 

浅草周辺の夜景 

（東京スカイツリー等） 

越中島周辺の夜景 

（永代橋と大川端リバーシティ等） 
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【照明の考え方】 

照明は、「地（ベース）」と「図（アクセント）」に分けて考え、それらを重ね
ることで、河川全体の統一感を出しながらも各エリアの特性を反映し、隅田川を
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（３） 周辺エリアでの『水辺回廊』 

隅田川を中心に据え、周辺エリアへ水辺のにぎわいを拡げることが望まれる。 
① 「都心の水辺回廊」（神田川・日本橋川等） 

沿川開発と連携したオープンカフェや著名橋等の地域資源を舟運等で結びつける。 
○再開発と連携した水辺再生

都市再生緊急整備地域等での再開発と連携した水辺再生、舟運の活性化等に
より、都心から水辺へ、さらには隅田川全域へとにぎわいの拡大を図る。 
【考えられる方策例】 
再開発と連携した親水空間や船着場、人道橋の設置 
準則の特例占用を活用した川床の設置 

○沿川地域資源の活用
著名橋、江戸城石垣、お茶の水渓谷等の沿川に集積する地域資源を活かし、江

戸・東京の歴史を体感できる水辺空間を創出する。 
【考えられる方策例】 
日本橋や常盤橋等の著名橋や石垣、沿川の歴史的建築物のライトアップ 
お茶の水渓谷の緑道整備、亀島川の緑化事業と連携したテラスの修景 

② 「下町の水辺回廊」（江東内部河川） 

観光資源化した閘門等の河川施設等を公園等と連携した水辺の散策路で結び付ける。 
○生活に密着した水辺の散策路

網の目のように広がる河川に沿って水辺のプロムナード整備や舟運の活性化を
図り、下町の生活に密着し観光資源ともなる水辺の散策路を形成する。 
【考えられる方策例】 
テラスの連続化による水辺の散策路の整備 
沿川公園と一体的な水辺空間整備 

テラスの連続化イメージ(横十間川) 

日本橋 

水辺を活用した沿川開発（神田川） 開発と連携した川床等のイメージ 

お茶の水渓谷 

公園と一体化した水辺空間イメージ 
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○河川施設等の観光資源化
扇橋閘門や旧中川・川の駅、東京スカイツリー周辺の北十間川等の河川施設

等を活用し、川を楽しむことができる水辺空間を創出する。 
【考えられる方策例】 
扇橋閘門や護岸等を活用するための船着場や遊歩道の設置 
水陸両用バスやカヌー等の利用を想定したスロープ設置 

扇橋閘門 旧中川 川の駅 

周辺エリアでの 
『水辺回廊』イメージ 

N 
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3.3 にぎわい誘導エリアの将来像 

にぎわい誘導エリアとして設定した４つのエリアにおける今後のあるべき姿について幅
広い観点から提案するものを以下に示す。今後、実現にあたっては国等関係機関や沿川自
治体、住民、企業等と調整を図っていくことが必要である。 

【浅草エリア】  
① コンセプト

② 地域の特性・課題
浅草エリアには、浅草寺や東京スカイツリーといった都内でも有数の二大観光拠
点があり、隅田川を中心とした周辺の地域に、国内・国外を問わず多くの地域から
観光に訪れている。東京スカイツリーや吾妻橋、隅田公園の桜等の魅力的な景観が
あり、水上バスや散歩を楽しんでいる人が多く、水辺を含む周辺地域では、三社祭
やサンバカーニバル、隅田川花火大会、早慶レガッタ、灯篭流し等の年間を通した
多くのイベントが実施されている。 
しかし、浅草寺・東京スカイツリー間の動線が隅田川により分断されており、観
光客の誘導が十分でないことや、浅草地域の水辺のにぎわいが周辺に広がっていな
いことが課題となっている。 
よって、浅草エリアでは、浅草寺と東京スカイツリーの二大観光拠点があるとい

う最大の特徴を活かすため、両拠点をつなぎ、水上バス等との接続を行う等の水辺
の魅力向上を図ることによって、地域の核となりにぎわいのある水辺を形成してい
くことが重要である。 

浅草・東京スカイツリーを結ぶ にぎわいの水辺

浅草エリアの水辺空間の様子 東京スカイツリーと吾妻橋 
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③ 取組方策
（方策１）浅草寺・東京スカイツリー間をつなぐ動線の形成・回遊性向上 
（方策２）浅草界隈のにぎわいの水辺への拡大 
（方策３）舟運や水辺利用の活性化・多様化 

※ 1：平成 24年度台東区観光統計・マーケティング調査
※ 2：東武鉄道プレス資料（H25.4.1）
※ 3：平成 24年訪都旅行者数等の実態調査結果 東京都産業労働局
※ 4：平成 24年度事業報告書 公益財団法人東京都公園協会及び事業者へのヒアリング結果

＜特性を示すデータ等＞

・浅草地区の観光客数（推計） 2,075万人(平成 24年)※1

・東京スカイツリータウン来場者数 約 4,476万人(平成 24年度)※2

・訪都外国人の３３％が浅草を訪問（1位渋谷、2位新宿、3位銀座、4位秋葉原、5位浅草）※3

・水上バス等乗船者数 約８０万人（平成 24年度）※4

・浅草・二天門防災船着場オープン（平成 23年）
・吾妻橋防災船着場リニューアル・オープン（平成 25年）

N 
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④ 施策展開イメージ
※将来像の提案であり、今後、実現にあたっては国等関係機関や沿川自治体、住民、企業等と調整が必要である。

浅草寺と隅田川を結ぶ動線強化
による観光客の誘導

東京スカイツリーと隅田川を結ぶ
北十間川の水辺プロムナード

沿川建築物や開発と
連携した水辺

自転車走行空間や無電柱化が
進んだ快適な道路空間

オープンカフェ等による
くつろげる水辺

レストラン船や劇場船による
水辺のにぎわい 水上イベントの定期的な開催

公園と一体化した
街との連続性のある水辺

川床等の河川空間利用の促進川床等の河川空間利用の促進

浅草寺と隅田川を結ぶ動線整備浅草寺と隅田川を結ぶ動線整備

隅田川の両岸を結ぶ動線整備隅田川の両岸を結ぶ動線整備

北十間川水辺のプロムナード整備北十間川水辺のプロムナード整備
沿川都市開発と連携したスーパー堤防の整備沿川都市開発と連携したスーパー堤防の整備

隅田公園と連携したスーパー堤防の整備隅田公園と連携したスーパー堤防の整備

隅田川緑道公園と連携したスーパー堤防の整備隅田川緑道公園と連携したスーパー堤防の整備

無電柱化の促進無電柱化の促進

自転車走行空間整備の促進自転車走行空間整備の促進

都市・地域再生等利用区域の指定都市・地域再生等利用区域の指定

オープンカフェ等による河川利用の促進オープンカフェ等による河川利用の促進

公共バースの整備や、
レストラン船・劇場船等の誘導

公共バースの整備や、
レストラン船・劇場船等の誘導

N 

N 



26

【両国エリア】 
① コンセプト

② 地域の特性・課題
両国は、かつての江戸のにぎわいの中心であった回向院や両国広小路があり、両
国川開きや葛飾北斎の浮世絵等の江戸時代の文化の発信地であったことから、両国
国技館や江戸東京博物館等の歴史・文化が深く根付いた施設が多く存在している。
また、隅田川と神田川の合流点にあり、主要な鉄道や国道も近接することから、水
運と陸運とを結節する交通拠点してのポテンシャルが高い。 
両国橋、柳橋といった歴史的な価値のある橋梁があるほか、蔵前周辺の防潮堤に
は、江戸情緒を醸し出すなまこ壁の修景が施されている。最近では、墨田区が「両
国観光まちづくりグランドデザイン」を策定するなど、両国の歴史・文化を活かし
たまちづくりの機運が高まっている。 
しかし、来訪者が国技館や江戸東京博物館等といった個別施設に限定されており、
両国駅周辺の人が水辺に広がっていないことや、街と水辺とのアクセスが十分に整
備されていないことが課題となっている。2020年の東京オリンピック・パラリンピ
ックでは、国技館がボクシング会場となるため、国内外からの参加者をおもてなす
環境整備が求められている。 
よって、両国エリアでは、地域に根付く歴史・文化を活かした水辺空間を創出し、

水陸交通結節機能をより高めることにより、「水の都」東京の顔となる水辺を形成し
ていくことが重要である。 

歴史・文化が息づく 「水の都」東京の顔

両国エリアの水辺空間の様子 国技館・江戸東京博物館 
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③ 取組方策
（方策１）駅周辺から水辺、さらに隅田川両岸をつなぐ動線の形成 
（方策２）沿川のにぎわい創出の強化 
（方策３）水陸交通結節機能を持つ舟運拠点の形成 

※ 5：平成 25年４月１日基準 墨田区行政基礎資料
※ 6：平成 24年度事業報告書 公益財団法人東京都公園協会

＜特性を示すデータ等＞

・両国国技館 来場者数４５万人(平成 24年度)※5

・江戸東京博物館 来場者数 １１０万人(平成 24年度)※5

・水上バス等乗船者数 約７万人（平成 24年度）※6

・平成 25年 7月 両国観光まちづくりグランドデザイン（墨田区）
・その他施設：回向院、旧安田庭園、東京水辺ライン、すみだ北斎美術館（平成 27年度開館予定）

N 
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④ 施策展開イメージ
※将来像の提案であり、今後、実現にあたっては国等関係機関や沿川自治体、住民、企業等と調整が必要である。

両国駅周辺から隅田川への動線強化両国駅周辺から隅田川への動線強化

首都高速道路高架下空間の活用によるにぎわい創出首都高速道路高架下空間の活用によるにぎわい創出

両国橋橋詰の活用両国橋橋詰の活用

川床等の河川空間利用の促進川床等の河川空間利用の促進

沿川都市開発と連携したスーパー堤防の整備沿川都市開発と連携したスーパー堤防の整備

浜町河岸緑道と連携したスーパー堤防の整備浜町河岸緑道と連携したスーパー堤防の整備

隅田川緑道公園と連携したスーパー堤防の整備隅田川緑道公園と連携したスーパー堤防の整備

無電柱化の促進無電柱化の促進

都市・地域再生等利用区域の指定都市・地域再生等利用区域の指定

沿川の観光まちづくりとの連携沿川の観光まちづくりとの連携

水上バス拠点の機能強化水上バス拠点の機能強化

地域の歴史文化を活かした
水上イベント

国技館や江戸東京博物館、両国駅周辺と
隅田川を結ぶ動線強化

水陸交通結節機能を持つ
舟運拠点の強化

街の歴史性を活かした
水辺の利活用

水辺を活用した観光
まちあるきツアーの展開

N 

N 
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【佃・越中島エリア】 
① コンセプト

② 地域の特性・課題
佃・越中島エリアは、隅田川の分流点となっており、開放的なオープンスペース
や高層マンション、中央大橋等から洗練された都市空間の景観を形成している。ス
ーパー堤防の整備に伴う公園や高層マンションの整備が進んでおり、水辺の公園を
多くの地域住民が散歩やジョギング等で利用している。 
周辺には、富岡八幡宮の門前町として栄えた門前仲町やもんじゃ焼きで有名な月
島、佃の古い街並み、国の指定重要文化財で舟運のシンボルである「明治丸」等が
あり、発展著しい豊洲地区にも近接している。また、越中島防災船着場は屋形船等
の利用が多く、ベイエリアとも近接する舟運の要所としても水辺の魅力向上への期
待が高い。 
しかし、駅からの動線が不十分で水辺での滞留機能が少ないことや、カフェ等の
水辺でくつろげるような施設がないことが課題となっている。 
よって、佃・越中島エリアでは、水と緑のあるオープンスペースと舟運、地域資

源を活かし、人々が憩い、活動する場となる水辺空間を整備することによって、開
放感のある洗練された水辺都市としての水辺を形成していくことが重要である。 

開放的な河川景観が拡がる 洗練された水辺都市

佃・越中島エリアの水辺空間の様子 
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③ 取組方策
（方策１）沿川開発と連携し、公園や船着場を活かしたにぎわい拠点の形成 
（方策２）駅から水辺への動線形成と水辺の回遊性向上 
（方策３）ベイエリアと接続する舟運拠点の形成 

＜特性を示すデータ等＞

・エリア内のスーパー堤防整備率 約６割：大川端地区、越中島地区など(平成 24年度末) 
・エリア内の沿川公園率 延長比 約５割：越中島公園、石川島公園、佃公園、新川公園、永代公園等

・防災船着場の一般開放利用回数 3,381回（全体利用の９割）(平成 24年実績) 
・大川端リバーシティ、中央大橋、隅田川分流点による景観

N 
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④ 施策展開イメージ
※将来像の提案であり、今後、実現にあたっては国等関係機関や沿川自治体、住民、企業等と調整が必要である。

明治丸修復整備と連携したスーパー堤防の整備明治丸修復整備と連携したスーパー堤防の整備

大規模開発と連携した
船着場等の河川利用施設の整備

大規模開発と連携した
船着場等の河川利用施設の整備

沿川都市開発と連携したスーパー堤防の整備沿川都市開発と連携したスーパー堤防の整備

都市・地域再生等利用区域の指定都市・地域再生等利用区域の指定

回遊散策ルートの設定回遊散策ルートの設定 周辺駅から水辺までの動線整備周辺駅から水辺までの動線整備

自転車走行空間整備の促進自転車走行空間整備の促進

無電柱化の促進無電柱化の促進

水上バス待合施設の活用
（スポーツ施設、駐車場、カフェ等）

水上バス待合施設の活用
（スポーツ施設、駐車場、カフェ等）

江東内部河川との舟運動線の整備江東内部河川との舟運動線の整備

公共バースの整備や、
レストラン船・船カフェの誘導

公共バースの整備や、
レストラン船・船カフェの誘導

沿川開発と連携した
船着場等の河川利用施設

地域資源を活用した
にぎわい拠点

開放的な空間と豊富な緑を楽しむ
回遊散策ルート

レストラン船や船カフェによる
水辺のにぎわい

カフェ等を併設した舟運拠点

開放的で洗練された
水辺都市の景観形成

近隣駅から水辺へ導く動線強化

N 

N 
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【築地エリア】 
① コンセプト

② 地域の特性・課題
隅田川の玄関口となる築地エリアは、築地市場や浜離宮恩賜庭園、勝鬨橋を有して
いるだけでなく、近くには銀座や近年開発が進む勝どき地区、東京オリンピック・パ
ラリンピック選手村予定地の晴海地区がある。特に、東京の食を支えるだけでなく、
築地ブランドとして食文化の発信地となっている築地市場には、場内・場外を問わず
絶えず国内外からの観光客が訪れている。また、対岸の勝どき地区では、隅田川テラ
スを会場の一部とした「太陽のマルシェ」が開催されるなど、水辺の利活用が進めら
れている。 
東京オリンピック・パラリンピックを見据えた銀座や築地等の観光ポテンシャルを
踏まえた水陸交通結節や駐車場等の拠点としての機能が求められるほか、中央区の昼
夜間人口比率は区部で第２位であり昼間就業者が多いことから、首都直下地震におけ
る帰宅困難者対策等の防災機能も必要とされている。 
隅田川では、橋梁の桁下が低いことから、屋形船等の背の低い船舶しか通航できな
いが、河口部に位置し港湾区域に隣接する築地エリアでは、橋梁による船舶の制限が
少ない空間である。市場の移転に伴い、環状２号線の整備が進められるとともに大規
模な開発が想定される等、新たなまちづくりへの期待が高まっている。 
そのため、今後進められる築地周辺のまちづくりと連携した水辺整備や水陸の交通
結節拠点の整備、築地・銀座への来街者への駐車スペースの確保が課題となっている。 
よって、築地エリアでは、海・川・街の接続点という特徴を活かし、これらの連携
を強化するとともに、築地市場の移転等にあわせた新たなまちづくりと連携した水辺
整備を行い、隅田川の玄関口となる水辺を形成していくことが重要である。 

海・川・街を接続する 隅田川の玄関口

築地エリアの水辺空間の様子 築地市場 
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③ 取組方策
（方策１）新たなまちづくりと連携する水辺のにぎわい拠点の形成 
（方策２）浜離宮恩賜庭園と連携した水辺の回遊動線の形成 
（方策３）海・川・街をつなぐ舟運ターミナル機能の創出 

※ 7：平成 24年度事業報告書 公益財団法人東京都公園協会
※ 8：平成 24年訪都旅行者数等の実態調査結果 東京都産業労働局
※ 9：平成 24年度事業報告書 公益財団法人東京都公園協会及び事業者へのヒアリング結果
※ 10：中央区地域防災計画（平成 25年 2月）
※ 11：平成 22年国勢調査

＜特性を示すデータ等＞

・浜離宮入園者数 ６４万人※7 (平成 24年度。都立庭園入園者数 1位六義園,2位浜離宮) 
・銀座と近接（銀座には訪都外国人の３８％が訪問している（第３位））※8

・水上バス等乗船者数 約１３万人（平成 24年度）※9 

・首都直下地震における想定帰宅困難者数 約３０万人※10 

・中央区の昼夜間人口比率 493.6 区部第２位（平成 22年）※11

N 
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④ 施策メニュー
※将来像の提案であり、今後、実現にあたっては国等関係機関や沿川自治体，住民，企業等と調整が必要である。

築地市場 

（移転予定） 

キッチンカーやイベント船等
による水辺のにぎわい

大型船の利用が可能な
舟運ターミナル

新たなまちづくりと連携する
水辺のにぎわい拠点

浜離宮恩賜庭園からつながる
築地川沿いの緑道

防災拠点としても機能する
駐車場や広場

N 

N 

官民連携による
水辺のにぎわい拠点の整備

官民連携による
水辺のにぎわい拠点の整備

防災機能を合わせ持つ
駐車場の整備

防災機能を合わせ持つ
駐車場の整備

沿川都市開発と連携したスーパー堤防の整備沿川都市開発と連携したスーパー堤防の整備

都市・地域再生等利用区域の指定都市・地域再生等利用区域の指定

キッチンカーやイベント等による

河川利用の促進

キッチンカーやイベント等による

河川利用の促進築地川沿いの緑の軸の整備築地川沿いの緑の軸の整備

庭園との動線整備庭園との動線整備

船舶規模に応じた船着場の整備船舶規模に応じた船着場の整備

にぎわい施設や駐車場と接続する
舟運ターミナルの整備

にぎわい施設や駐車場と接続する
舟運ターミナルの整備

N 
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3.4 にぎわい創出のための持続可能な仕組みづくり 

（１）にぎわい創出の取組を持続させるための課題 

かつての隅田川等の水辺は、交通や商業等の人々の営みに深く関わりを持ち、生活の一
部として恒常的なにぎわいを見せていた。水質の悪化や水上交通の減少等により人々の生
活は水辺から離れ、人々の営みとして利活用されていた河川の用途の減少と共に水辺の恒
常的なにぎわいも減少した。現在、テラス等の整備により親水性は向上したが、かつての
にぎわいにあふれた水辺のような恒常的な人々の活動との結びつきは十分とは言えない。 
これまでに隅田川等では、地域住民がテラスで花の手入れを行う「花守さん」活動や地
域のお祭り等のイベント等が行われてきたが、恒常的ににぎわいを創出していくためには
このような地域の担い手との連携が重要である。 
また、オープンカフェ等の地元による水辺の利活用が少しずつ行われるようになってき
たが、水辺の利活用のノウハウや地域合意形成手法等の実績が少なく準則の特例占用等の
制度が十分に活用されていない状況にある。 
このことから、人々の活動との連携や制度の活用を促進していく上で、地域イベントの
場や飲食施設等の地域や民間事業等のニーズに合わせた多様な機能が求められている。 

「花守さん」活動の様子 地域イベントの様子 
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（２）にぎわい創出のための持続可能な仕組みの方向性 

にぎわいを恒常的に創出していくためには、基盤整備だけではなくかつての隅田川等の
ように、水辺を利活用していく人々の活動に結び付けることが重要である。そのためには、
これまでの隅田川等での取組に加えて、人々の活動をさらに活性化させる経済活動を誘導
していくことが必要である。 
このことから、持続可能なにぎわい創出の仕組みの方向性としては、水辺を利活用する
活動を育成することでにぎわい創出の担い手を増やし、民間活力（投資、知恵、ノウハウ）
を積極的に導入する制度の活用を促進し、担い手の様々なニーズを活かした多様な水辺の
利活用を展開していくことで、水辺の魅力を高め、さらなる水辺の利活用に結びつける持
続発展型の取組を目指していく必要がある。 

水辺を利活用する人々の活動を育成する 

積極的に民間活力を導入する制度の活用を進める 

恒常的に人々が水辺に集う多様な利活用を展開する 

隅田公園オープンカフェ（台東区） 

民間活力を活用した地域や民間が主体となった水辺の活用 

元安川オープンカフェ（広島市） 

道頓堀川とんぼりリバーウォーク（大阪市） 那珂川河畔オープンカフェ（福岡市） 

（写真提供：福岡市） 
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【恒常的なにぎわい創出のための方策例】 

方策例１）水辺を利活用する場や環境の創出
水辺を恒常的に利活用していくためには、人々の活動を促していく上で舞台となる場

や環境を創出していくことが必要である。 
例えば、アート作品や大道芸等の表現空間、水上ステージ等の水辺のイベントの場、

季節ごとの花（春は菜の花と桜、秋はコスモス、防潮堤壁面のバラ等）を楽しむことを
テーマとした水辺等を創出することが考えられる。 
また、無料Ｗi‐Ｆi スポットやサイン等の整備によるインターネット環境や多言語化へ

の対応を拡充し、多様な地域情報の共有や外国人観光客へのサービス向上につなげ、水
辺を利活用しやすい環境の創出が考えられる。 

方策例２）準則の特例占用等の活用促進
民間事業等のにぎわいを誘導するためには準則の特例占用等の活用を促進していく

ことが必要である。そのためには、水辺の利活用の可能性を目に見える形で示していく
ことや多様な活動組織の繋がりを生み出していくことが重要である。また、準則の特例
占用等を活用する際に必要な協議会等の運営や情報発信等の地域の取組に対しても支
援が必要である。 
例えば、かつての水辺のにぎわいを取り戻すことをテーマとした「両国広小路桟敷」

や水辺を感じながら飲食ができる「川床（かわてらす）」のような取組を社会実験とし
て先行的に実施し認知度向上や課題抽出によりさらなる取組の促進を図っていくこと
や、水辺の利活用を求める地域や民間ユーザー等の情報交換の場と連携し利活用の機運
を高めていく等が考えられる。 

「ヘブンアーティスト（大道芸）」の活動の場 水上ステージ（紫川 北九州市） 

両国広小路桟敷 川床（かわてらす）イメージ 
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方策例３）水辺での活動組織等への支援
人々が水辺を利活用していくためには、その利活用を支援していくための人や資金、

知識等の原資やノウハウが必要である。 
例えば、「花守さん」のような活動のノウハウを伝える場の拡大や水辺を活用して地

域のにぎわいを創出するイルミネーションや地域イベント等を展開している協議会の
活動や地域団体への支援の検討、オープンカフェや地域イベント等の事例から運営手法
やテラス一日利用制度の活用等の水辺の利活用に関する知識や情報の提供を行ってい
くことが考えられる。 

方策例４）官民連携による事業推進と河川施設の多機能化
地域や民間と連携した水辺空間を創出する手法として、水辺空間の整備や利活用の需

要の可能性が大きい場合は、公共と民間がお互いにメリットを得られる形で整備や管理
運営について連携していくことが効果・効率的である。 
例えば、堤防・船着場・飲食施設・駐車場等の用途を持つ河川施設の多機能化し、水

辺の多様な利活用を図るために、種地となる河川敷地を用意する等により、PFI 等の官
民連携を進め、民間活力（投資、知恵、ノウハウ）を活用していくことが考えられる。 
また、船着場や駐車場等の施設運営による利益の一部を水辺の魅力を向上させる活動

や地域貢献等の原資とすることにより水辺の恒常的な利活用につなげていくことも考
えられる。 

水辺にキッチンカーを展開した地域の 

イベント（勝どき：太陽のマルシェ） 

地域の風物詩にもなっている 

目黒川イルミネーション（五反田） 

船着場や飲食店等の機能を持つ河川施設 

（川の駅はちけんや 大阪府） 

河川施設と一体となった駐車場 

（川の駅はちけんや 大阪府） 
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方策例５）水辺の維持管理や地域貢献等の取組推進
水辺を積極的に地域や民間で利活用していく際に水辺全体の魅力を高める取組につ

なげ、さらなる利活用を誘導していくことによって持続的なサイクルを生み出すことが
必要である。 
例えば、ボート等の水上アクティビティで水辺を利活用する NPO と連携し船着場の

運営を委託することで施設の維持管理と平常時のさらなる利活用とを合わせて運用す
ることや、オープンカフェ等の事業の条件として定期的なイベントの開催や周辺のイル
ミネーションを行う等の地域環境の向上を図ることが考えられる。 

オープンカフェと周辺のイルミネーション 

（京橋川リバーウィン） 
NPOによる船着場の運営管理 

（横浜黄金町桜桟橋） 
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【恒常的なにぎわい創出のための準則活用等への提案】 

※1 準則に基づく、都市および地域の再生等のために利用する施設が占用することができる
河川敷地の区域（地域合意の上で、オープンカフェ等の占用が可能になる区域） 

（１）準則の特例占用等の活用促進に向けた課題と方向性 

これまでも都内では、隅田川、渋谷川、目黒川において準則の特例占用等を活用してオ
ープンカフェや広場、キッチンカーによる活用等が進められてきた。 
しかしながら、個別案件ごとに協議会を立ち上げて利用調整を行っているため、利活用
の方向性や協議会設立、地域合意形成のノウハウの有無や解釈についてそれぞれの考えで
行われるため、地域や民間事業者に制度の活用が十分に広がっていない状況にある。 
よって、全体の視点から見た上で、水辺の利活用手法や占用条件等を整理し、情報を提
示することで地域や民間事業者の発意・参入を促すことが重要である。 
また、民間事業等による水辺の利活用に伴う地域への貢献についても、個別で実施する
よりも一定の地域内で効率的に実施するほうが効果的である。 
他都市の事例を見ると、一定範囲の流域を対象とした広域の協議会による利用調整や船
着場等の河川施設を適切に維持管理できる財団法人等による施設運営により、利活用の方
向性の統一や効率的な地域貢献等を行っている。 

《準則の特例占用等の活用事例》 
 東京 他都市 

事例 
隅田公園オープンカフェ（台東区） 
渋谷川環境整備（渋谷区） 
五反田ふれあい水辺広場（品川区） 

道頓堀とんぼりリバーウォーク（大阪市） 
堀川納屋橋地区（名古屋市） 
京橋川リバーウィン（広島市）等 

協議会 占用案件ごとに個別の協議会により利用調整を実施 
一定範囲の流域を対象とした協議会に
より利用調整を実施 

占用者 区、民間事業者 民間事業者、協議会、ＮＰＯ、公益財団
法人等 

地域 
貢献 

占用施設周辺の清掃やだれでもト
イレの設置、河川事業のＰＲ等 

地域のにぎわいづくりやオープンカフ
ェ事業の勧誘、事業協賛金を活用した
イベントやイルミネーション等 

広域の協議会にて隅田川下流域の全体の視点からエリアごとの利用方針を調整し、

都市･地域再生等利用区域※１を指定 

にぎわい誘導エリアごとに地域のニーズを活かした取組を実現 

地域が主体となったにぎわい誘導エリアの運営“水辺のエリアマネジメント”に向

けた検討 
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こうした課題を克服し、にぎわい誘導エリアで積極的に民間事業等を誘導していくため
の手法として、広域の協議会にて隅田川下流域の全体の視点から利用方針を調整し、都市・
地域再生等利用区域を指定して地域による水辺の利活用を誘導した上で、エリアごとに地
域のニーズを活かした取組を実現していく二段階の仕組みが考えられる。 
こうした広域の協議会については複数区による利用調整の考え方等を整理する必要があ
り、実現に向けて国や沿川区等の関係機関との協議･検討を進めていくことが望ましい。 

（２）地域や民間が主体となったにぎわい誘導エリアの運営（水辺のエリアマネジメント） 

にぎわい誘導エリアで水辺の利活用を推進していく上で、あわせて水辺の魅力を高める
取組を展開していく必要がある。将来的にはにぎわい誘導エリアの運営手法として、地域
や民間が主体となった「エリアマネジメント※2」の考え方を導入していくことが望ましい。 

※2「地域における良好な環境や地域の価値を維持・向上させるための、住民・事業主・地
権者等による主体的な取り組み」（エリアマネジメント推進マニュアル 国土交通省） 

浅草エリア

両国エリア

佃・越中島エリア

築地エリア

Ａ
Ｂ

A：広域の協議会
にぎわい誘導エリアの利用方針を調整
し、都市･地域再生等利用区域を指定 
複数区による利用調整等 

広域の協議会と地域の取組展開のイメージ 

Ｂ：地域における取組の実現
地域の発意を活かした水辺のにぎわい
の創出 
効率的な河川施設の 
維持管理や地域貢献等 
地域が主体をなったにぎわい誘導エリ
アの運営（地域イベントや水辺の利活
用のルール等の設定）等

N 
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《にぎわい誘導エリアにおけるエリアマネジメントのイメージ》 

【エリアマネジメントにおける役割分担の例】 
公 共 護岸等の基盤部整備および維持補修、水防および災害対応等 
エリアの 
運営組織 

事業者公募、地域合意調整、利活用のルール策定と運用、テラスや船
着場･駐車場等の施設の運用管理、地域貢献等 

民 間 にぎわい施設の整備や運営、イベント等、 

水辺の積極的な活用
●準則等を活用した民間事業等の誘導 
 事業者公募や準則活用等に向けた企画立
案や合意調整を行い、民間事業者による水辺
空間の活用を促し、にぎわいを創出する。 

●イベント等のにぎわい創出・情報発信 
 水辺でイベントや地域のお祭り等を開催
する。ソーシャルネットワークを活用して河
川や地域の情報を発信して話題性のあるエ
リアづくりを行う。 

●エリアマネジメント活動資金の確保 
 使用料、公共施設管理委託業務等により地
域還元や活動の資金を確保する。 

水辺の魅力を高める取組

●水辺の付加価値を高める 
地域ルールの策定と運用 

 水辺の活用、店舗・サインのデザイン等に関
するルールを策定し、運用する。 

●公共施設や水辺環境等の維持管理 
 テラスや船着場、駐車場等の施設の日常的な
維持管理を行い、人々の利用に適した維持管理
を行う。 

●安全確保、警備 
 パトロールやカメラの設置や防災訓練の実施
により防犯性を向上させる。 

持続発展型 
の運営 

テラスや水面を活用した、
にぎわい創出イベントの開催

ソーシャルネットワーク等
を活用した河川情報や地域
情報等の発信、ＰＲ

水辺の価値の維持・向上

水辺の付加価値を高める
地域ルールの策定と運用 河川敷地占用許可準則を活用

した民間事業の誘導

安全確保、警備

エリアマネジメント
活動資金の確保

一体的な
管理・運営

人々の利用に適した
維持管理
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第４章 今後の取組に向けて

（１） 新たな水辺整備に関する具体的な計画の検討 

本検討会の提案の実現に向け関係機関の調整を図り、具体的な計画を検討する必要があ
る。東京の顔となる水辺空間の創出するためには、まずは基軸となる隅田川の計画を先行
的に検討し、新たな水辺整備を先導していくことが重要である。 

（２） にぎわい創出のための持続可能な仕組みづくりの推進 

本検討会で提案した仕組みについては引き続き検討を行い、特に全体の視点からの利用
方針の調整や複数区の調整を図る広域の協議会やにぎわい誘導エリアの運営手法について、
法的な解釈や人材、運営費用等の現実的な課題について検討を進める必要がある。 
また、水辺のエリアマネジメントにあたっては、沿川開発に伴う民間事業による水辺の
管理・運営等の社会実験等を用いた検討を進めていくことで地域への具体的な提示や現実
に即した課題の把握等を行っていくことが重要である。 

（３） 東京の顔となる河川景観の形成 

東京の顔となる風格ある河川景観を形成するため、テラスや防潮堤等の河川施設や準則
活用による占用施設について、河川空間のデザイン指針や地域の特性を活かしたデザイン
ルールの適用等の検討を進めていく必要がある。 
また、河川と沿川の街並みの総合的な景観を形成していくために景観計画による景観誘
導や屋外広告物条例等の取組と連携していくことも必要となる。 

（４） 沿川の土地利用に関するまちづくりとの連携 

隅田川において、安全性と環境性を両立するスーパー堤防を整備するためには、緩やか
な勾配の堤防をつくるために一定規模敷地が必要となる。しかしながら隅田川沿川には小
規模な敷地が密集している箇所もあり、今後のスーパー堤防整備を推進していくためには、
地域特性を踏まえた区画整理や再開発等の都市開発との連携が不可欠となる。 
また、水辺における恒常的なにぎわい創出の要素として、沿川に美術館等の文化施設や
商業施設等の人々が集まる機能を持つ施設を誘導していくことが望ましい。 
これらのことから、沿川の土地利用に関するまちづくりとの連携が重要である。 

（５） 計画設計段階での維持管理への配慮 

人々の活動を水辺に誘導する新たな施設整備や地域・民間による河川施設の運営を行っ
ていくことを目指す上で、整備後の維持管理への配慮は十分に行うべきである。計画設計
段階で極力メンテナンスフリーを目指していくような資材選定や維持管理手法の検討を行
っていくことが重要である。 
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（６） 国の制度の活用 

国土交通省では、地域の景観、歴史、文化及び観光という「資源」や地域の創意として
の「知恵」を活かし、地方公共団体や地元住民との連携による河川や水辺の整備・利用を
行う『かわまちづくり支援制度』を推進している。 
持続可能で活力ある地域づくりを支援するために、広く地域や自治体が連携していくた
めにも、『かわまちづくり』制度の活用とさらなる発展が不可欠であり、国・自治体・住民
が一丸となって事業展開していくように検討を進めていく必要がある。とりわけ、水辺の
にぎわい創出に資する河川整備やエリアマネジメントを実施する民間事業者の活動等に対
する支援が嘱望される。 
平成２５年１２月に設置された「水辺とまちのソーシャルデザイン懇談会」では、民間
活力を積極的に引き出すための規制緩和等により、市民や企業を巻き込み「育てる」こと
を視野に入れた、まちづくりと一体となった魅力ある水辺空間の創出を推進していくこと
を目指している。 

（７） ２０２０年東京オリンピック・パラリンピックに向けて 

東京オリンピック・パラリンピック開催にあたり、その中心８ｋｍ圏内に位置する隅田
川下流域は、海外からの観光客を迎え入れる東京の顔として重要な社会基盤である。 
本報告は、東京オリンピック・パラリンピック開催後の長期的な観点も含めた将来像を
提案したものであるが、東京オリンピック・パラリンピックでは、国内外を含め多くの観
光客が東京に訪れることから、多くの人が東京の水辺空間に目を向ける貴重な機会となる。 
品格のある水辺景観や観光舟運の活性化、バリアフリー化の推進、多言語化への対応等
の来訪者をおもてなす魅力的な水辺空間を創出するとともに、関係機関や沿川自治体等と
の調整や地域と連携した上で後世に誇れる水辺づくりを地域とともに実現していくことが
望まれる。 
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参考資料

（１） 準則の特例占用等を活用した先行事例           ・・・ 参－ １ 

検討会における議論に用いた都内での準則の特例占用等を活用した先進事例
の紹介資料について掲載する。 

（２） にぎわい誘導エリアの抽出に関する地域ポテンシャル    ・・・ 参－１８ 

にぎわい誘導エリアの抽出に関する地域のポテンシャルを整理した資料を掲
載する。人々の活動を誘導し、川と街の結びつきを強化するための地域のポテン
シャルとして、沿川の街と河川のつながりや、開発や観光資源等の地域資源を踏
まえ、にぎわい誘導エリアを抽出した。 
沿川の街と河川のつながりとしては、水辺に近接する鉄道駅や航路設定され

ている船着場、主要道路等から水陸交通結節に関するポテンシャルを整理し、開
発や観光資源等の地域資源としては、水辺と近接する鉄道駅や主要な観光資源、
特定都市再生緊急整備地域、東京都や区による都市計画等のビジョンから、まち
づくりや利活用に関するポテンシャルを整理した。 

（３） 荒川水系 隅田川流域河川整備計画            ・・・ 参－２０ 

（４） ２０２０年の東京                    ・・・ 参－５８ 

（５） ２０２０年の東京へのアクションプログラム２０１３    ・・・ 参－５９ 

（６） 東京都景観計画（概要）                 ・・・ 参－６０ 

（７） 設置要綱                        ・・・ 参－６７ 

（８） 検討経緯                        ・・・ 参－６８ 

（９） 委員名簿                        ・・・ 参－６９ 
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（１） 準則の特例占用等を活用した先行事例 

①隅田公園オープンカフェ（台東区）
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②渋谷川環境整備（渋谷区） 
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③五反田ふれあい水辺広場（品川区）
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●今後さらに水辺の利活用を推進する上で、エリアマネジメント等のまちづく

り団体に直接支援をしていただく制度の設立 

現行制度における課題 
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（２） にぎわい誘導エリアの抽出に関する地域のポテンシャル 

【沿川の街と河川のつながり（水陸交通結節に関するポテンシャル）】 
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【開発や観光資源等の地域資源（まちづくりや利活用に関するポテンシャル）】 
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（３） 隅田川流域河川整備計画 
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（４） ２０２０年の東京 
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（５） ２０２０年の東京へのアクションプログラム２０１３ 
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（６） 東京都景観計画（概要） 
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（７） 設置要綱 
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（８） 検討経緯 

日付 検討会 検討項目 

平成２５年７月１日 第 1回検討会 

検討会概要、スケジュールの確認 

隅田川を中心とした水辺の現状および最

近の動向 

平成２５年８月２３日 第２回検討会 

水辺整備を取り巻く状況の整理 

準則活用の先行事例の紹介 

（台東区、品川区、渋谷区） 

新たな水辺整備の基本的な考え方 

隅田川をモデルとした施策展開 

・隅田川を中心とした水辺の位置付け 

・重点的な施策展開手法 

中間とりまとめ 

平成２５年１１月２５日 第３回検討会 

隅田川をモデルとした施策展開 

・全体構想：隅田川と周辺エリアの関係 

・拠点プラン：具体施策 

・仕組み：準則活用、エリア運営 

・その他：照明コンセプト 

かわまちづくり支援制度との連携 

平成２６年２月６日 第４回検討会 最終とりまとめ 
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（９） 委員名簿 

学識委員（座長） 岸井 隆幸 日本大学教授 
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